
(57)【要約】

【課題】一種のローパスフィルタを形成する光学的平滑

化処理を実行し、画像処理全体のスループット向上する

ことができるスキャナの画像読取機構を提供することを

目的とする。

【解決手段】原稿６１は、スキャナ押さえローラ２１に

よって押さえられ、矢印６２の方向にイメージセンサ２

４で読取られながら、矢印６２に向かって搬送される。

シャッタ板１１は、透明な板部材であり、厚みｄを有す

る。この厚みｄによって、イメージセンサ２４の焦点位

置がわずかに原稿からずれる。このように、イメージセ

ンサ２４の焦点位置を原稿からずらすことによって、原

稿は、ぼかされて、イメージセンサ２４によって読み取

られる。このぼかしによる光学的平滑化処理を実行し、

粒状ノイズは、シャープネス処理を施しても、強調され

ることはなく、２値化処理後の粒状ノイズの残存を減少

させ、同時に、画像処理時間の短縮を図る。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 デ ー タ を 読 み 込 む
イ メ ー ジ セ ン サ と 、
前 記 イ メ ー ジ セ ン サ を 前 記 ス キ ャ ナ の 筐 体 に 固 定 す る た め に 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ を 保 持
す る ホ ル ダ 部 材 と 、
透 光 性 を 有 す る 所 定 の 厚 み の シ ャ ッ タ 部 材 を 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ と 前 記 原 稿 と の 間 に 挿 入
し 、 又 は 退 避 さ せ る シ ャ ッ タ 機 構 と 、
前 記 原 稿 を 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 を 介 し て 、 又 は 直 接 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ に 押 圧 し つ つ 搬 送
す る ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ャ ッ タ 機 構 は 、 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 を 支 持 す る シ ャ ッ タ 支 持 部 材 と 、 前 記 シ ャ ッ タ 支
持 部 材 を 回 動 さ せ る 回 動 軸 と 、 前 記 回 動 軸 に 固 定 さ れ た 駆 動 歯 車 と 、 該 駆 動 歯 車 を 駆 動 す
る モ ー タ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 情 報 を 読 み 込 む イ
メ ー ジ セ ン サ と 、
前 記 イ メ ー ジ セ ン サ を 前 記 ス キ ャ ナ の 筐 体 に 固 定 す る た め に 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ を 保 持
す る ホ ル ダ 部 材 と 、
前 記 原 稿 を 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ の 読 取 り 面 よ り 僅 か に 上 流 又 は 下 流 側 の 位 置 に 押 圧 す る
ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ と を 備 え 、
前 記 イ メ ー ジ セ ン サ は 、 該 イ メ ー ジ セ ン サ の 読 取 位 置 が 前 記 ス キ ャ ナ 押 さ え ロ ー ラ の 前 記
原 稿 の 押 さ え 位 置 か ら 所 定 の 距 離 だ け ず れ る よ う に 設 定 さ れ 、 前 記 原 稿 は 、 前 記 イ メ ー ジ
セ ン サ の 読 取 位 置 よ り 僅 か に 外 側 に 離 れ た 所 定 の 位 置 で 読 み 取 ら れ る よ う に 設 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 デ ー タ を 読 み 込 む
イ メ ー ジ セ ン サ と 、
前 記 イ メ ー ジ セ ン サ を 前 記 原 稿 の 搬 送 路 面 か ら 僅 か に 窪 ん だ 位 置 に 段 差 を 持 っ て 保 持 す る
ホ ル ダ 部 材 と 、
前 記 原 稿 を 収 納 し て 搬 送 す る 所 定 の 剛 性 を 有 し 、 透 光 性 を 有 す る 原 稿 ホ ル ダ と 、 前 記 原 稿
ホ ル ダ を 前 記 ホ ル ダ 部 材 方 向 に 押 圧 す る ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス キ ャ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
被 読 取 媒 体 に 印 刷 さ れ て い る 画 像 情 報 を イ メ ー ジ セ ン サ に よ り 取 得 す る 画 像 読 取 方 法 で あ
っ て 、
（ ａ ） 前 記 被 読 取 媒 体 の 前 記 画 像 情 報 を 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ の 焦 点 を 僅 か に ず ら し た 状
態 で 取 得 す る 工 程 と 、
（ ｂ ） 前 記 取 得 し た 画 像 情 報 に 基 づ き 画 像 処 理 す る 工 程 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 画 像 読 取 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 工 程 （ ａ ） は 、 前 記 被 読 取 媒 体 と イ メ ー ジ セ ン サ の 間 に 所 定 の 厚 み の 透 光 性 を 有 す る
間 隙 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ に よ り 前 記 画 像 情 報 を 取 得 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 画 像 読 取 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 工 程 （ ａ ） は 、 前 記 原 稿 を 所 定 の 剛 性 の 透 明 性 を 有 す る 原 稿 ホ ル ダ に 収 納 し て 搬 送 す
る こ と に よ り 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ に よ り 前 記 画 像 情 報 を 取 得 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ に 記 載 の 画 像 読 取 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 に 関 す る 。 特 に 、 原 稿 と イ メ ー ジ セ ン サ の 間 に 隙 間 を
設 け 、 光 学 的 平 滑 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 、 ス キ ャ ナ 装 置 及 び 画 像 読 取 方 法 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 小 切 手 等 の 画 像 を ス キ ャ ナ で 読 み 取 っ た 後 、 そ の 読 み 取 っ た 画 像 か ら 背 景 領 域 の 不
必 要 な 情 報 を 除 去 す る た め に 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ る シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を 行 な い 、 画 像 強 調
す る 。 こ の シ ャ ー プ ネ ス 画 像 デ ー タ は 、 原 画 像 と 同 様 に 、 グ レ イ レ ベ ル で 表 現 さ れ る 。 従
っ て 、 一 定 の 閾 値 を 設 け て 、 さ ら に 、 不 必 要 な 背 景 レ ベ ル を 削 減 し 、 画 像 デ ー タ 量 の 削 減
を 図 る た め ２ 値 化 処 理 を 行 う 。 し か し 、 粒 状 ノ イ ズ は 、 高 域 の 周 波 数 成 分 を 有 す る た め に
、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を 行 う と 、 却 っ て 、 上 記 ノ イ ズ が 強 調 さ れ ２ 値 化 処 理 の 結 果 、 粒 状 ノ
イ ズ が 残 存 し 、 画 像 デ ー タ 量 が 増 加 し て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 の 前 処 理 と し て 、 粒 状 ノ イ ズ の 高 域 の 周 波 数 成 分 を 減 少 さ せ る
こ と に よ り 、 粒 状 ノ イ ズ の 輝 度 レ ベ ル を 下 げ る 効 果 を 有 す る 平 滑 化 処 理 を 実 行 し た 後 、 シ
ャ ー プ ネ ス 処 理 を 実 行 し て い る 。 図 ８ に 、 従 来 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 画 像 処 理 フ ロ ー を 示
す 。 イ メ ー ジ セ ン サ か ら 画 像 デ ー タ を 取 り 込 み （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４
ま で 実 行 し 、 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ の 平 滑 化 処 理 を 付 加 す る
こ と に よ り 、 粒 状 ノ イ ズ の 輝 度 レ ベ ル を 下 げ 、 輝 度 レ ベ ル の 変 化 率 を 小 さ く す る こ と で 、
２ 値 化 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） に よ る 粒 状 ノ イ ズ の 残 存 を 減 少 さ せ 、 画 像 デ ー タ 量 の 増
加 を 防 ぐ こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ６ ０ ５ ５
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 平 滑 化 処 理 は 、 ア ル ゴ リ ズ ム の 変 更 に 対 応 で き る な ど 、 種 々
の 利 点 が あ る 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ 等 の ハ ー ド ウ ェ ア の 処 理 能 力 に 制 限 が あ る 場 合 に は 、 画 像 処 理
に お け る ス ル ー プ ッ ト の 低 下 等 の 弊 害 を も た ら す 恐 れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ソ フ ト に よ る 平 滑
化 処 理 に 代 わ り 、 画 像 入 力 時 に 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 実 行 す る こ と で 画 像 処 理 全 体 の ス ル
ー プ ッ ト の 向 上 を 図 る こ と が で き る ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 、 ス キ ャ ナ 装 置 及 び 画 像 読 取
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 一 態 様 に 係 る ス キ ャ ナ 読 取 機 構 は 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取
機 構 で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 デ ー タ を 読 み 込 む イ メ ー ジ セ ン サ と 、 イ メ ー ジ セ ン サ を ス キ ャ
ナ の 筐 体 に 固 定 す る た め に 、 イ メ ー ジ セ ン サ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 と 、 透 光 性 を 有 す る 所
定 の 厚 み の シ ャ ッ タ 部 材 を イ メ ー ジ セ ン サ と 原 稿 と の 間 に 挿 入 し 、 又 は 退 避 さ せ る シ ャ ッ
タ 機 構 と 、 原 稿 を シ ャ ッ タ 部 材 を 介 し て 又 は 直 接 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ に 押 圧 し つ つ 搬 送 す
る ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 態 様 で は 、 イ メ ー ジ セ ン サ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 と 、 イ メ ー ジ セ ン サ と 原 稿 と の 間 に 厚
み を 有 す る シ ャ ッ タ 板 を 挿 入 す る こ と で 、 イ メ ー ジ セ ン サ の 焦 点 位 置 を ず ら し 、 小 切 手 等
の 原 稿 を ぼ か し て 読 み 取 る こ と に よ り 、 光 学 的 な 平 滑 化 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 こ
れ に よ り 、 画 像 処 理 の ス ル ー プ ッ ト を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 他 の 態 様 に 係 る ス キ ャ ナ 読 取 機 構 は 、 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 は 、 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 を
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先 端 に 取 り 付 け た シ ャ ッ タ 支 持 部 材 と 、 前 記 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 を 回 動 さ せ る 回 動 軸 と 、 前
記 回 動 軸 に 固 定 さ れ た 駆 動 歯 車 と 、 該 駆 動 歯 車 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 を 備 え た シ ャ ッ タ 機
構 で あ る こ と を 特 徴 と す る
本 態 様 で は 、 小 切 手 等 の 原 稿 を ぼ か し て 読 み 取 る こ と と 、 焦 点 を 合 わ せ て 、 読 み 取 る こ と
を 可 能 と す る 。 こ れ に よ り 、 平 滑 化 フ ィ ル タ と フ ィ ル タ な し の 処 理 を 適 時 、 実 行 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 他 の 態 様 に 係 る ス キ ャ ナ 読 取 機 構 は 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読
取 機 構 で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 情 報 を 読 み 込 む イ メ ー ジ セ ン サ と 、 イ メ ー ジ セ ン サ を ス キ ャ
ナ の 筐 体 に 固 定 す る た め に 、 イ メ ー ジ セ ン サ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 と を 備 え 、 前 記 イ メ ー
ジ セ ン サ は 、 そ の イ メ ー ジ セ ン サ の 読 取 位 置 が 前 記 ス キ ャ ナ 押 さ え ロ ー ラ の 前 記 原 稿 の 押
さ え 位 置 か ら 所 定 の 距 離 だ け ず れ る よ う に 設 定 さ れ 、 前 記 原 稿 は 、 前 記 イ メ ー ジ セ ン サ の
読 取 位 置 よ り 僅 か に 外 側 に 離 れ た 所 定 の 位 置 で 読 み 取 ら れ る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 一 態 様 に 係 る ス キ ャ ナ 装 置 は 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 う ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構
で あ っ て 、 原 稿 の 画 像 デ ー タ を 読 み 込 む イ メ ー ジ セ ン サ と 、 イ メ ー ジ セ ン サ を 原 稿 の 搬 送
路 面 か ら 僅 か に 窪 ん だ 位 置 に 段 差 を 持 っ て 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 と 、 原 稿 を 収 納 し て 搬 送 す
る 所 定 の 剛 性 を 有 し 、 透 光 性 を 有 す る 原 稿 ホ ル ダ と 、 原 稿 ホ ル ダ を ホ ル ダ 部 材 方 向 に 押 圧
す る ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 一 態 様 に 係 る 画 像 読 取 方 法 は 、 被 読 取 媒 体 に 印 刷 さ れ て い る 画 像 情 報 を イ メ ー ジ
セ ン サ に よ り 取 得 す る 画 像 読 取 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） 被 読 取 媒 体 の 画 像 情 報 を 、 イ メ ー ジ
セ ン サ の 焦 点 を 僅 か に ず ら し た 状 態 で 取 得 す る 工 程 と 、 （ ｂ ） 取 得 し た 画 像 情 報 に 基 づ き
画 像 処 理 す る 工 程 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に 他 の 態 様 に 係 る 画 像 読 取 方 法 は 、 工 程 （ ａ ） が 、 被 読 取 媒 体 と イ メ ー ジ セ ン サ の
間 に 所 定 の 厚 み の 透 光 性 を 有 す る 間 隙 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 イ メ ー ジ セ ン サ に よ り
前 記 画 像 情 報 を 取 得 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に 他 の 態 様 に 係 る 画 像 読 取 方 法 は 、 工 程 （ ａ ） が 、 原 稿 を 所 定 の 剛 性 の 透 明 性 を 有
す る 原 稿 ホ ル ダ に 収 納 し て 搬 送 す る こ と に よ り イ メ ー ジ セ ン サ に よ り 画 像 情 報 を 取 得 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス キ ャ ナ の
画 像 読 取 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 １ は 、 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 １ ０ 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ 、 ス キ ャ ナ ヘ ッ ド
２ ０ 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ を 備 え て お り 、 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 １ ０ は 、 支 持 軸 １ ２ に よ
り 筐 体 ２ ３ に 軸 支 さ れ て い る 。 支 持 軸 １ ２ に は 、 駆 動 歯 車 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 モ
ー タ ２ ６ （ 図 ２ に 図 示 ） に よ り 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ 軸 ２ ９ （ 以 下 、 ロ ー ラ 軸 と い う ） は
、 ス ラ イ ド 穴 ２ ８ に 支 持 さ れ て お り 、 ス キ ャ ナ ヘ ッ ド ２ ０ に 対 し て 前 後 に 移 動 す る こ と が
で き る 。 ロ ー ラ 軸 ２ ９ は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ の 開 閉 状 態 に 応 じ て 、 ス キ ャ ナ ヘ ッ ド ２ ０ に 対
し て 前 後 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 １ に 示 し た ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 と プ リ ン タ と を 組 み 合 わ せ た 複 合 装 置 の 用
紙 搬 送 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ を 使 用 し て 、 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 １ の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。 ス キ ャ ナ ヘ ッ ド ２
０ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ と こ れ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 ２ ５ で 構 成 さ れ る 。 シ ャ ッ タ 支 持
部 材 １ ０ の 先 端 に シ ャ ッ タ 板 １ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 駆 動 歯 車 ２ ２ が 回 転 す る こ と に
よ っ て 、 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 １ ０ の 全 体 が 回 転 し て 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２
４ に 対 し て 開 閉 す る 。 図 ２ で は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ が 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 閉 じ た
状 態 を 示 し て い る 。 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ と し て は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｉ Ｓ （ Ｃ ｏ ｎ ｔ ａ ｃ ｔ 　 Ｉ
ｍ ａ ｇ ｅ 　 Ｓ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ ） を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
シ ャ ッ タ 板 １ １ は 、 そ の 厚 み に よ り イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 焦 点 を 僅 か に ず ら す 役 割 を 果 た
す 透 明 な 板 で あ る 。 小 切 手 等 は 、 こ の シ ャ ッ タ 板 １ １ を 挟 ん だ 状 態 で イ メ ー ジ セ ン サ に よ
り 読 み 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 プ リ ン タ ５ ０ は 、 紙 挿 入 口 ５ １ 、 紙 搬 送 ロ ー ラ ５ ２ ａ 、 紙 検 出 器 ５ ３ 、 フ ォ ー ム ス
ト ッ パ ５ ４ 、 フ ォ ー ム ス ト ッ パ 駆 動 部 ５ ５ 、 裏 面 印 字 ヘ ッ ド ５ ６ 、 裏 面 印 字 用 プ ラ テ ン ５
７ 、 紙 搬 送 ロ ー ラ ５ ２ ｂ 、 表 面 印 字 用 プ ラ テ ン ５ ９ 及 び 表 面 印 字 ヘ ッ ド ６ ０ を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
小 切 手 等 の 原 稿 （ 以 下 、 原 稿 と い う ） は 、 紙 挿 入 口 ５ １ か ら 挿 入 さ れ 、 紙 搬 送 ロ ー ラ ５ ２
ａ に よ っ て 搬 送 さ れ 、 裏 面 印 字 ヘ ッ ド ５ ６ で 裏 面 に 印 字 さ れ る 。 裏 面 印 字 さ れ た 原 稿 は 、
紙 搬 送 ロ ー ラ ５ ２ ｂ に よ っ て 、 さ ら に 搬 送 さ れ た 後 、 表 面 印 字 ヘ ッ ド ６ ０ に よ り 、 表 面 に
印 字 さ れ る 。 表 面 印 字 さ れ た 後 、 原 稿 は 、 プ リ ン タ ５ ０ か ら 離 れ て 、 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取
機 構 １ に 供 給 さ れ る 。 シ ャ ッ タ 板 １ １ が 開 い た 状 態 の 場 合 に は 、 供 給 さ れ た 原 稿 は 、 イ メ
ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 上 を 通 過 し 、 一 方 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ が 閉 じ た 状 態 の 場 合 に は 、 供 給
さ れ た 原 稿 は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ の 表 面 上 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ャ ッ タ 板 １ １ が 閉 じ た 状 態 で の 読 取 で は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ と イ メ ー ジ セ ン サ ２
４ の 間 に 原 稿 を 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ は
、 ス ラ イ ド 穴 ２ ８ の 所 定 の 位 置 よ り 、 ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 後 方 に 移 動 す る 。 原 稿
が ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ の 読 取 位 置 ま で 搬 送 さ れ る と 、 ロ ー ラ 軸 ２ ９ は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ の
方 向 に 移 動 し 、 原 稿 を シ ャ ッ タ 板 １ １ に 押 し 付 け る 。 そ の 後 、 原 稿 は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２
４ に よ っ て 、 読 み 取 ら れ な が ら ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ り 搬 送 さ れ 、 原 稿 排 出 口 ３ ０
に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 方 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ を 開 く と き に は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ は 、 ス キ
ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 後 方 に 移 動 し 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ の 移 動 を 可 能 に す る 。 そ の 後 、 駆
動 歯 車 ２ ２ が 回 転 す る こ と に よ っ て 、 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 １ ０ は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ が 開 く 方
向 （ 図 ５ に 示 す Ａ 方 向 と 逆 方 向 ） に 回 転 し 、 ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て シ ャ ッ タ 板 １ １
が 開 き 、 原 稿 が 、 ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ の 表 面 上 を 通 過 す る こ と が で き る 。 な お 、 シ ャ ッ タ
板 駆 動 モ ー タ ２ ６ は 、 モ ー タ ド ラ イ バ ２ ７ か ら の 指 令 を 受 け て 、 駆 動 歯 車 ２ ２ を 駆 動 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 原 稿 ６ １ 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ 及 び イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
図 ３ （ ａ ） は 、 原 稿 と イ メ ー ジ セ ン サ と の 間 に シ ャ ッ タ 板 １ １ が 挿 入 さ れ て い る 場 合 （ シ
ャ ッ タ 板 が 閉 じ た 状 態 ） を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ （ ｂ ） は 、 原 稿 と イ メ ー ジ セ ン サ と の 間 に
シ ャ ッ タ 板 が 挿 入 さ れ て い な い 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ （ ａ ） に お い て 、 原 稿 ６ １ は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ っ て 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ に
押 さ え つ け ら れ て 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に よ り 読 取 ら れ な が ら 、 矢 印 ６ ２ の 方 向 に 搬 送 さ
れ る 。 シ ャ ッ タ 板 １ １ は 、 透 明 な 板 部 材 で あ り 、 厚 み ｄ を 有 す る 。 一 方 、 イ メ ー ジ セ ン サ
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２ ４ の 焦 点 位 置 は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 位 置 に あ る 。 従 っ て 、 こ の 厚 み ｄ に よ っ て
、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 焦 点 位 置 は 、 原 稿 ６ １ 面 か ら 僅 か に ず れ る 。 一 例 と し て 、 こ の 厚
み ｄ は 、 約 ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 焦 点 を 僅 か に ず ら す こ と に よ っ て 、 原 稿 ６ １ は 、 ぼ か
さ れ て 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に よ り 読 み 取 ら れ る 。 こ の ぼ か し は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 平 滑 化
処 理 の 効 果 と 同 様 な 効 果 を も た ら し 、 高 域 の 周 波 数 成 分 を 有 す る 粒 状 ノ イ ズ の 周 波 数 成 分
か ら 高 域 成 分 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 即 ち 、 粒 状 ノ イ ズ の 輝 度 の 急 峻 な 傾 き を 滑 ら か
に す る 。 輝 度 の 傾 き が 滑 ら か に な っ た 粒 状 ノ イ ズ に 、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を 施 し て も 、 強 調
さ れ る こ と は な く 、 ２ 値 化 処 理 し た 後 、 こ の 粒 状 ノ イ ズ の 残 存 を 減 少 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ を 用 い て 、 こ の 場 合 の 処 理 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 利 用 し た 画 像 処 理 フ ロ ー を 示 す 。 上 述 の よ う に シ ャ ッ タ 板 １
１ を 介 し て 画 像 デ ー タ を 読 み 取 る と 、 イ メ ー ジ の 焦 点 が 僅 か に ぼ け る た め 、 原 稿 を 読 取 な
が ら 光 学 的 に 平 滑 処 理 を 実 行 す る こ と が で き る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ） 。 そ の た め ソ フ ト ウ
ェ ア に よ る 平 滑 化 処 理 を 実 行 す る 時 間 を 削 除 で き 画 像 の 入 力 か ら 画 像 出 力 ま で の 処 理 全 体
の ス ル ー プ ッ ト の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ か ら 画 像 出 力 （
Ｓ ２ ０ ３ ） ま で の 処 理 フ ロ ー は 、 従 来 の 画 像 処 理 フ ロ ー と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
シ ャ ッ タ 板 １ １ の 板 部 材 は 、 透 明 な 部 材 と し て い る が 、 例 え ば 、 特 定 な 波 長 帯 域 の み の 光
を 通 す よ う な 部 材 で あ っ て も よ く 、 特 定 な 色 情 報 を 使 用 し て 、 後 段 の シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を
行 う こ と で 、 背 景 領 域 の 画 像 と 必 要 な 画 像 情 報 の 分 離 を 容 易 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 読 み 取 り 位 置 は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ が 原 稿 ６ １ を 押 さ
え て い る 位 置 、 即 ち 、 ス キ ャ ナ 読 取 位 置 Ｐ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
最 終 の 画 像 出 力 と し て 、 処 理 画 像 で は な く 、 原 画 像 そ の も の を 記 憶 し て お く 必 要 が あ る 場
合 が あ る 。 例 え ば 、 原 稿 と の 照 合 を す る 場 合 等 の ケ ー ス が あ げ ら る 。 こ の よ う に 、 原 稿 の
原 画 像 を 取 得 し た い 要 求 が あ っ た 場 合 、 即 ち 、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 、 ２ 値 化 処 理 を 実 行 せ ず
に 原 画 像 の み を 取 得 し た い 場 合 に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ を 開 い た
状 態 で 原 稿 ６ １ の 読 み 取 り を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
シ ャ ッ タ 板 １ １ を 開 い た 状 態 で は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ と イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 間 の
厚 み ｄ に よ る 間 隙 が 存 在 し な い 。 従 っ て 、 光 学 的 な 平 滑 化 処 理 が 行 わ れ ず 、 原 画 像 （ グ レ
ー ス ケ ー ル ・ デ ー タ ） を 取 り 込 む こ と が で き る 。 従 っ て 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー
ラ 軸 ２ ９ は 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ が イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 開 い た 状 態 に あ る 場 合 に は 、
シ ャ ッ タ 板 １ １ の 厚 み ｄ の 分 だ け 、 さ ら に ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 前 方 に 移 動 し 、 原
稿 の 押 さ え 位 置 を 変 え る 必 要 が あ る 。 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ の 動 作 に つ
い て は 、 下 記 の 図 ５ を 使 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ５ は 、 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 部 の シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材 の 駆 動 に よ る 原 稿 の 読 取 手 順 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ５ （ ａ ） か ら （ ｃ ） ま で の 図 は 、 シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材 １ ０ を 駆 動 し て 、 シ ャ ッ タ 板 １ １
が イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 を 閉 じ た 後 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 実 行 し な が ら 原 稿 ６ １ の 読
取 を 行 う 手 順 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ （ ａ ） は 、 原 稿 ６ １ の 読 取 の 初 期 状 態 を 示 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材
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１ ０ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ て い る シ ャ ッ タ 板 １ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 か ら 一 定
の 角 度 を 向 い て お り 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 が 、 開 放 し て い る 。 ま た 、 原 稿 ６ １ は 、
ま だ 挿 入 さ れ て い な い 状 態 を 示 す 。 こ こ で 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ は 、
ス ラ イ ド 穴 ２ ８ の 所 定 の 位 置 よ り ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 後 方 に 移 動 し て お り 、 原 稿
６ １ を シ ャ ッ タ 板 １ １ に 押 し 付 け る 位 置 か ら 離 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ５ （ ｂ ） は 、 原 稿 ６ １ の 読 取 の 次 ス テ ッ プ を 示 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ の 状
態 か ら 、 シ ャ ッ タ 板 駆 動 モ ー タ ２ ６ に よ り 、 駆 動 歯 車 ２ ２ が 回 転 し 、 シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材
１ ０ は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す Ａ 方 向 に 回 転 す る 。 そ の 後 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ が 、 イ メ ー ジ セ ン
サ ２ ４ に 対 し て 閉 じ た 位 置 で 止 ま る 。 こ の 状 態 で 、 原 稿 ６ １ が イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 読 取
位 置 Ｃ １ に 挿 入 さ れ る 。 し か し 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ は 、 ま だ 、 ス ラ
イ ド 穴 ２ ８ の 所 定 の 位 置 よ り ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 前 方 に 移 動 し て お り 、 原 稿 ６ １
は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ り シ ャ ッ タ 板 １ １ に 押 し 付 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ （ ｃ ） は 、 原 稿 ６ １ の 読 取 の ス テ ッ プ Ｓ ３ を 示 す 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ の 状 態 か ら 、 ス キ ャ
ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ を 、 ロ ー ラ 軸 ２ ９ を 支 持 し て い る ス ラ イ ド 穴 ２ ８ の 所 定
の 位 置 よ り 図 ５ （ ｂ ） に 示 す Ｂ 方 向 即 ち ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 前 方 に 移 動 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 原 稿 ６ １ は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ り シ ャ ッ タ 板 １ １ に 押 し 付 け ら れ
る 。 こ の よ う な 状 態 で 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ が 、 Ｃ 方 向 に 回 転 し つ つ 、 原 稿 ６ １ は 、
イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に よ り 読 み 込 ま れ な が ら 、 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 図 ５ （ ｄ ） は 、 光 学 的 平 滑 化 処 理 を 行 わ ず に 、 原 稿 ６ １ を 読 み 込 む 場 合 を 示 す 。 シ
ャ ッ タ ー 支 持 部 材 １ ０ の 位 置 は 、 図 ５ （ ａ ） と 同 様 に 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 表 面 か ら 一
定 の 角 度 を 向 い て 保 持 さ れ 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 開 い て い る
。 こ の よ う な 状 態 か ら 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の ロ ー ラ 軸 ２ ９ を 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ の 厚
さ ｄ 分 だ け 、 ス ラ イ ド 穴 ２ ８ の 図 ５ （ ｃ ） に 示 す 位 置 よ り ス キ ャ ナ セ ン サ ２ ４ に 対 し て 、
さ ら に 前 方 に 移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 原 稿 ６ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に 押 し 付 け ら れ
る 。 こ の よ う な 状 態 に お い て 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の Ｃ 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て
、 原 稿 ６ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に よ り 読 み 込 ま れ な が ら 、 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 シ ャ ッ タ 板 １ １ を 用 い た 読 み 取 り と 同 様 の 効 果 は
後 述 す る 原 稿 ホ ル ダ を 用 い て も 得 る こ と が で き る 。 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ６ （ ａ ） は 、 原 稿 ホ ル ダ と ホ ル ダ 部 材 の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） は
、 原 稿 ホ ル ダ の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 ２ ５ は 、 矢 印 ６ ２ に 示 す 搬 送 方 向 の 上 流 と 下 流
側 の 両 側 又 は ど ち ら か 一 方 に 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 読 取 面 に 対 し て 、 僅 か に 段 差 ｄ １ を
設 け た も の で あ る 。 こ の 段 差 の 上 端 部 に 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 原 稿 ホ ル ダ ６ ３ を 載 せ て 、 ス キ
ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ り 、 搬 送 し な が ら 、 原 稿 ６ １ を 読 取 み と る 。 こ の 原 稿 ホ ル ダ ６ ３
は 、 透 明 な フ ィ ル ム 部 材 で 構 成 さ れ て お り 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の 押 圧 に よ り 弛 む こ
と が 無 い 程 度 の 硬 さ を 有 し た も の で あ る 。 ま た 、 原 稿 ６ １ は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、
こ の 原 稿 ホ ル ダ ６ ３ 内 に 挟 ま れ た 状 態 で 読 取 み と ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 こ の 原 稿 ホ ル ダ ６ ３ の 部 材 は 、 一 般 的 に は 透 明 な 部 材 で あ る が 、 シ ャ ッ タ 板 １ １ と
同 様 に 、 例 え ば 、 特 定 な 波 長 帯 域 の み の 光 を 通 す よ う な 部 材 で あ っ て も よ く 、 特 定 な 色 情
報 を 使 用 し て 、 後 段 の シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を 行 う こ と で 、 背 景 領 域 の 画 像 と 必 要 な 画 像 情 報
の 分 離 を 容 易 に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の ホ ル ダ 部 材 ２ ５ の 段 差 ｄ １ が あ る こ と に よ り 、 原 稿 ６ １ と イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 間 に
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隙 間 が で き 、 原 稿 ６ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 焦 点 位 置 か ら 僅 か な が ら ず れ て 読 み 取 ら
れ る 。 こ の よ う に 、 図 ３ に 示 し た シ ャ ッ タ 板 １ １ の 厚 み ｄ に よ り 原 稿 ６ １ が 、 イ メ ー ジ セ
ン サ ２ ４ の 焦 点 位 置 か ら 僅 か な が ら ず れ て 読 み 取 ら れ る 場 合 と 同 様 に 、 原 稿 ６ １ は 、 ぼ か
さ れ て 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ に よ り 読 み 取 ら れ 、 光 学 的 平 滑 処 理 を 実 行 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
な お 、 段 差 ｄ １ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た シ ャ ッ タ 板 １ １ の 厚 み ｄ と 同 様 、 一 例 と し て 、 約
０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ７ は 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ の 押 さ え 位 置 か ら イ メ ー ジ セ ン サ が 原 稿 を 読 取 る 位 置 を ず ら
し た 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ を 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 ２ ５ は 、 矢 印 ６ ２ に 示 す 搬 送 方 向 の 上 流 及 び 下
流 の 両 側 に 段 差 ｄ １ を 有 し て い る 。 こ の と き 、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ の 押 さ え 所 定 の 位
置 Ｃ １ に 対 し て 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 読 取 位 置 Ｃ ２ を 距 離 ｄ ２ だ け ず ら す 。 原 稿 ６ １ は
、 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ ２ １ に よ り イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 面 の Ｃ １ の 位 置 で 押 さ え ら れ る が
、 原 稿 ホ ル ダ ６ ３ の 段 差 ｄ １ の 存 在 の た め 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 読 取 位 置 Ｃ ２ の 位 置 で
は 、 原 稿 ６ １ は 、 一 定 の 距 離 ｄ ３ だ け イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ か ら 浮 き 上 が る 。 こ の た め 、 原
稿 ６ １ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ ４ の 焦 点 位 置 か ら 距 離 ｄ ３ だ け ず れ て 読 み 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ れ に よ り 、 僅 か に 、 ぼ か し た 画 質 で 原 稿 ６ １ を 読 み 込 む こ と が で き る 。 即 ち 、 図 ３ に 示
し た シ ャ ッ タ 板 １ １ の 厚 み に よ る 効 果 と 同 様 に 光 学 的 平 滑 化 フ ィ ル タ の 効 果 を も た ら す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の 場 合 、 距 離 ｄ ３ に よ り 、 ぼ か し の 程 度 が 大 き く 、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 を 行 っ て も 文 字 判
読 性 を 損 な う こ と が あ っ て は な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 上 記 に 説 明 し た 実 施 形 態 は 説 明 の た め の も の で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の
で は な い 。 従 っ て 、 当 業 者 で あ れ ば こ れ ら の 各 要 素 も し く は 全 要 素 を こ れ と 均 等 な も の に
よ っ て 置 換 し た 実 施 形 態 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 も 本 発 明 の 範
囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 イ メ ー ジ セ ン サ と 読 み 取 り 原 稿 と の 距 離 を 機 械 的
に 離 隔 し 、 イ メ ー ジ セ ン サ の 焦 点 位 置 を 原 稿 か ら 僅 か に ず ら す こ と に よ っ て 、 一 種 の 光 学
的 ロ ー パ ス フ ィ ル タ を 形 成 し 、 粒 状 ノ イ ズ の 輝 度 レ ベ ル を 下 げ る こ と で ２ 値 化 処 理 後 に お
け る 粒 状 ノ イ ズ の 残 存 を 減 少 さ せ 、 画 像 デ ー タ 量 の 増 加 を 防 ぐ こ と が で き る 。 こ れ に よ り
、 画 像 入 力 と 同 時 に 実 行 す る こ と が で き る た め 、 画 像 処 理 全 体 の ス ル ー プ ッ ト の 向 上 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
さ ら に 、 シ ャ ー プ ネ ス 処 理 、 ２ 値 化 処 理 を 実 行 せ ず に 原 稿 の 原 画 像 を 取 得 す る 要 求 が あ っ
た 場 合 、 シ ャ ッ タ 支 持 部 材 の 先 端 に 取 り 付 け ら れ て い る シ ャ ッ タ 板 を イ メ ー ジ セ ン サ に 対
し て 開 い た 状 態 で 、 イ メ ー ジ セ ン サ に よ り 原 稿 を 読 み 取 と る こ と に よ っ て 、 原 稿 の 原 画 像
デ ー タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 一 実 施 形 態 に 係 る ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 と プ リ ン タ と を 組 み 合 わ せ た 複 合 装 置 の 用
紙 搬 送 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 原 稿 、 シ ャ ッ タ 板 及 び イ メ ー ジ セ ン サ の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 （
ｂ ） は 、 原 稿 と イ メ ー ジ セ ン サ と の 間 に シ ャ ッ タ 板 が 挿 入 さ れ て い な い 場 合 を 示 す 図 で あ
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る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 利 用 し た 画 像 処 理 フ ロ ー を 示 す 。
【 図 ５ 】 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 部 の シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材 の 駆 動 に よ る 原 稿 の 読 取 手 順 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 、 原 稿 ホ ル ダ と ホ ル ダ 部 材 の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 原 稿
ホ ル ダ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ の 押 さ え 所 定 の 位 置 か ら イ メ ー ジ セ ン サ の 読 取 位 置 を ず ら し
た 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 画 像 処 理 フ ロ ー を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ス キ ャ ナ の 画 像 読 取 機 構 部 、 　 　 　 　 １ ０ 　 シ ャ ッ タ ー 支 持 部 材 、
１ １ 　 シ ャ ッ タ 板 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 支 持 軸 、
２ ０ 　 ス キ ャ ナ ヘ ッ ド 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ １ 　 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ 、
２ ２ 　 駆 動 歯 車 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ 　 筐 体 、
２ ４ 　 イ メ ー ジ セ ン サ 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ 　 ホ ル ダ 部 材 、
２ ６ 　 シ ャ ッ タ 板 駆 動 モ ー タ 、 　 　 　 　 　 　 ２ ７ 　 モ ー タ ド ラ イ バ 、
２ ８ 　 ス ラ イ ド 穴 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ９ 　 ス キ ャ ナ 押 え ロ ー ラ 軸 、
３ ０ 　 原 稿 排 出 口 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 プ リ ン タ 、
５ １ 　 紙 挿 入 口 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ 　 紙 搬 送 ロ ー ラ
５ ３ 　 紙 検 出 器 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ４ 　 フ ォ ー ム ス ト ッ パ 、
５ ５ 　 フ ォ ー ム ス ト ッ パ 駆 動 部 、 　 　 　 　 　 ５ ６ 　 裏 面 印 字 ヘ ッ ド 、
５ ７ 　 裏 面 印 字 用 プ ラ テ ン 、 　 　 　 　 　 　 　 ５ ９ 　 表 面 印 字 用 プ ラ テ ン 、
６ ０ 　 表 面 印 字 ヘ ッ ド 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ １ 　 原 稿 、
６ ３ 　 原 稿 ホ ル ダ
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